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◆問合せ先　学校教育課指導係（☎４０－８４５４）

第４回南陽みらい議会　事業報告

議員となった 11人の中から 1人が南陽みらい市長に立候補。中学と高校の全生徒が有権者となり、
電子投票で選挙を行われた結果、南陽高校２年の鈴木羚羅さんが南陽みらい市長に選ばれました。

南陽みらい市長が
所信表明、副市長と議員、事
務局委員も議員としての意気
込みを発表しました。

南陽みらい市長が政策
テーマを「南陽市の魅力の深掘りと発
信」とすることを発表。各議員から
も政策に関する提言がなされました。

南陽みらい市長がアンケー
トとインタビューの実施、CM大賞の
動画作成を提案。議員からの質疑応答
の後、全会一致で可決となりました。

提言をもとに、市役所職員からのアドバイ
スも得ながら全員で政策案を考えました。

市民アンケートや街頭インタビューの準
備、CM大賞の動画作成を進めました。

　南陽市内３中学校と県立南陽高校の生徒 13 人が参加した南陽みらい議会が、12 月 26 日㈭に開
かれた第４回議会をもって閉会となりました。南陽みらい議会の市長、副市長、議員、事務局として、
それぞれが約半年にわたって繰り広げられた活動を振り返ります。

南陽みらい市長選挙投票

第１回南陽みらい議会
所信表明 第２回南陽みらい議会

政策提言・一般質問

第３回南陽みらい議会
政策案・予算案提案可決

山形ふるさとCM大賞に参加

議員立候補受付スタート

全員協議会（政策案・予算案検討）

全員協議会（政策準備）

全員協議会（オリエンテーション）

全員協議会（政策提言・一般質問検討）
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【加藤全議員】　私は他校の生徒と共に活動する中で、様々な意見を聞
き、とてもいい刺激となりました。自分の役割を率先して行うなど、

積極的に取り組み、「南陽市のためになること」を考えな
がら活動できました。街頭インタビューや市民アンケー
トでは、食べ物や自然のほかに、人柄の良さなどの魅
力を回答してくださる方がいて、南陽の良さが市内
外に伝わっていることが嬉しかったです。この経験
を活かして南陽市のために行動していきたいです。

【鈴木南陽みらい市長】　南陽みらい市長に就任した当初は嬉
しさが大きかったですが、活動に対する不安もありました。
しかし、時間の経過とともに、このメンバーで考えた政策を
実現できるワクワク感が大きくなっていきました。
　学校と両立しての活動だったため、学校行事と重なってし
まい市役所と学校を往復したこともあり大変でした。予算を
考えながらの政策立案、街頭インタビューやメディアへの出

演など、貴重な体験をすることができました。また、活動を
とおして、学校では学べない社会の仕組みや、目で見えない
隠れた所での苦労などを知ることができました。
　政策が実現できたのは、皆さんのおかげです。私たちの活
動を理解し協力してくださった地域の皆さん、取組を広く発
信してくださったマスコミの皆さん、市役所の各課の皆さん、
本当にありがとうございました。

【平岡璃空議員】　今回の活動で 2つのことを学ぶことができました。
1つ目が、協力して活動することです。先輩や仲間からヒントをも

らい、様々な価値観を持つ人たちと協力することが大事
だと分かりました。2つ目は、先を見据えて行動する
ことです。街頭インタビューでは、様々な状況を想
定して準備していたので、余裕をもって活動できま
した。早めに活動をし、議会をもっと開いた方が良
い活動になるのではないかと思いました。

【大沼幸愛議員】　私は、活動から3つのことを学びました。１つ目は、
コミュニケーション能力です。知らない人ばかりで不安で
したが、自分から話しかけることで力を合わせて活動で
きました。2つ目は見通しを持つ力です。街頭インタ
ビューの際には、見通しを持って行動することで多
くの意見を聞くことができました。3つ目は仲間と
協力する力です。意見を出し合い、様々な視点を持っ
て活動をすることができました。普通では体験できな
いことを体験し、多くのことを学ぶことができました。

【本間吏乃議員】　私は、仲間との話し合いの大事さを学びました。
私は南陽市民ではないので、議員同士の話し合いは南陽
市の魅力を知るために大事なものでした。アンケー
トでは様々な年代の方たちに協力していただき、多
くのご意見をいただきました。どのようにすれば分
かりやすいか悩みながら完成したパンフレットを皆
さんに知っていただけるのが楽しみです。今回学ん
だことをこれからの進路や生き方につなげていきた
いです。

【橋本結議員】　活動を通してたくさんのことを学び
ました。１つ目は、アピール力です。自分の考えを発
言することが苦手でしたが、会議を重ねるごとに自信
をもって発言できるようになりました。２つ目は、先
を見て行動することです。先を想定することで、上手
く立ち回ることができたのではないかと感じました。
南陽市のためにできる事を考え、今以上に地域の方々
に愛される南陽市を目指していきたいと思います。

【齋藤啓太議員】　私は、活動を通して様々なことを学
びました。1つ目が協力してくれる人のありがたさで
す。市民アンケートでは1,600人以上の方に、街頭イ
ンタビューでは300人以上の方が答えてくださいまし
た。2つ目はチームで活動することです。意見が分か
れることもありましたが、話し合っていいところを取
り入れ納得解を出すことができ、決まったことには全
員で協力して実行できました。先輩方が同じ目線で接
してくださり、自分らしく活動することができました。

【小島暖大議員】　私は 2つのことを学びました。1
つ目は、仲間と活動を行う大切さです。案を考える
のは難しいと感じていましたが、活動を重ねていく
うちに自分たちで意見を出すことができました。2
つ目は、「ありがとう」の気持ちです。街頭インタ
ビューは大変でしたが、「ありがとう」「中学生なの
に立派だね」といった声を聴いてやりがいを感じま
した。この学びを学校生活に生かし、「ありがとう」
が絶えない南陽市を目標に頑張りたいと思います。

【佐藤玲愛議員】　私は、みらい議会を通して 2つの
ことを学びました。1つ目は、南陽市の魅力が自分
の想像以上にあったことです。新たに ｢人柄の良さ
｣ に気がつくことができました。2つ目は、最後ま
でやり遂げるための諦めない気持ちです。最初は何
もかも手探り状態でしたが、やりがいを感じ、たく
さんのものを得ることができました。活動で学んだ
ことは、今後の生活に活かし、これからも南陽市の
魅力を発信していきます。

南陽みらい議会 閉会

（２）7. ２. １

12
　26 最後の議会となった第４回議会では、鈴木南陽みらい市

長が事業について、飯田副市長が決算についてそれぞれ
報告。質疑応答の結果、全会一致で可決となりました。また、各
議員一人一人が事業を振り返った後、鈴木南陽みらい市長がお礼
の言葉を述べるとともに、制作したCMと南陽市の PR動画（※）
を上映。最後に白岩市長と堀教育長の講評を受け、南陽みらい議
会の閉会となりました。以下に鈴木みらい市長のお礼の言葉と、
各議員の振り返りの要旨を紹介します。
※議会で上映されたCMとPR動画は、市ホームページで
　ご覧いただくことができます▶

南陽みらい議会 閉会

市民アンケートや街頭インタビューから魅力を深掘りし、その結果を
CM大賞で発信しようと、企画から撮影、編集まで取り組みました。

CMの作品名は、「覗かないでくださいね…」。南陽市の魅力である「食べ物」や「鶴
の恩返し伝説」に加え、市民の人柄や人の良さが伝わるように、表現しています。
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。
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携
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イ
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上
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っ
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憶
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上
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と
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。
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◆みらい戦略課企画調整係
　（☎４０－０２４８）
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と
自
分
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て

き
て
結
論
を
出
す
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
対
話
の
間
に
知
性
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と

こ
ろ
が
生
成
Ａ
Ｉ
が
意
見
を
変
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
全

然
立
場
の
違
う
人
だ
と
か
、
小
さ
い

子
ど
も
と
会
話
す
る
中
で
、「
な
る

ほ
ど
！
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る
と
い

う
の
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い

こ
と
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
で
き
な

い
こ
と
に
向
か
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
の
で
、
教
科
書
で
体
系
的
に
知
識

を
学
ぶ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
を

生
か
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
感
じ
た

違
和
感
や
疑
問
に
対
し
て
解
決
し
て

い
こ
う
と
思
う
こ
と
が
、
も
の
す
ご

く
大
事
に
な
っ
て
る
と
い
う
こ
と
か

な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

〇
他
人
の
特
性
や
関
心
を
尊
重
し
て

　
私
た
ち
が
囚
わ
れ
て
し
ま
う
バ
イ

ア
ス
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
思

い
込
み
と
か
偏
見
と
い
っ
た
先
入
観

含
め
た
食
、
そ
れ
か
ら
福
祉
と
い
っ

た
、
そ
の
地
域
の
経
済
を
支
え
る
人

た
ち
が
圧
倒
的
に
足
ら
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
Ｄ
Ｘ
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
で
地
域
を
支
え

る
人
材
が
ど
ん
ど
ん
必
要
に
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
社
会
を
大
き
く
変
え

て
、
皆
さ
ん
の
人
生
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

〇
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
向
き
合
い
方

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん

は
ス
ム
ー
ズ
に
当
た
り
前
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
た
時
に
、
ど

う
い
う
力
が
求
め
ら
れ
る
か
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
の
は
、
嘘
を
つ

き
ま
す
。
平
然
と
、 

も
っ
と
も
ら
し

い
嘘
を
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
章
を
見
た
時

に
、
こ
れ
は
何
か
が
違
う
と
い
う
風

に
、
違
和
感
を
感
じ
る
こ
と
が
も
の

す
ご
く
大
事
に
な
り
ま
す
。
生
成
Ａ

Ｉ
を
悪
用
す
る
大
人
は
い
っ
ぱ
い
い

ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
騙
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、 

違
和

感
を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
、
学
校

で
の
教
科
の
学
び
っ
て
い
う
の
は
、 

そ
の
違
和
感
を
感
じ
る
ア
ン
テ
ナ
の

セ
ン
サ
ー
の
感
度
を
高
め
て
い
く
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
問
い
か
け
に
よ
っ

て
答
え
が
全
然
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
他
人
か
ら
与
え
ら

れ
た
問
を
短
時
間
で
答
え
る
こ
と
以

上
に
、
皆
さ
ん
な
り
の
問
を
立
て
る

力
の
方
が
大
事
に
な
っ
て
き
て
い
る

ン
ド
、
つ
ま
り
見
た
い
と
思
う
方
が

主
導
権
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
き
た
。
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド

か
ら
デ
マ
ン
ド
サ
イ
ド
に
社
会
構
造

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

　
工
業
化
社
会
で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

構
造
の
中
で
、
社
長
の
意
見
を
店
舗

に
伝
え
た
り
、
店
舗
の
状
況
を
社
長

に
伝
え
る
事
務
職
の
人
が
必
要
で
、

こ
れ
を
文
系
大
学
の
人
た
ち
が
担
っ

て
い
ま
し
た
が
、
企
業
や
官
庁
の
事

務
職
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
急

速
に
不
要
に
な
っ
て
い
る
、
そ
う
い

う
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
東
京
に
人
が
集
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
ニ
ー

ズ
は
減
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況

で
す
。
逆
に
、
今
必
要
な
の
は
、 

そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
皆
さ
ん
が
生
き

て
い
く
た
め
の
、
水
道
と
か
電
気
と

な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
、
農
業
も

今
の
よ
う
な
形
で
繋
が
っ
て
な
か
っ

た
の
で
、
何
が
必
要
か
っ
て
い
う

と
、 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
を
作
っ

て
、
ト
ッ
プ
に
全
て
の
情
報
や
権
限

を
集
め
て
判
断
を
す
る
と
い
う
こ
と

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
す

ね
。
そ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
、
横
に
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
こ
数
年

は
生
成
Ａ
Ｉ
の
機
能
が
飛
躍
的
に
進

化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
な
る
と
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
組
織
は
も
う
い
ら
な
く
て
、
皆
さ

ん
も
私
も
、
ス
マ
ホ
の
ユ
ー
ザ
ー
と

い
う
点
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
は

対
等
の
立
場
で
情
報
を
交
わ
し
て
意

見
を
言
う
と
い
う
社
会
構
造
に
な
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

　
例
え
ば
、
昔
の
テ
レ
ビ
は
、
テ
レ

ビ
局
が
決
め
た
時
間
と
内
容
を
受
動

的
に
見
る
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。

他
人
が
決
め
た
時
間
割
に
合
せ
な

き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
と

こ
ろ
が
今
は
、
自
分
が
好
き
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
好
き
な
も
の
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他

人
が
決
め
た
時
間
割
に
よ
っ
て
自
分

の
行
動
を
変
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
時

代
か
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
分
が

必
要
な
も
の
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
す
。 

　
中
学
の
公
民
で
デ
マ
ン
ド
と
サ
プ

ラ
イ
と
い
う
言
葉
を
勉
強
し
た
記
憶

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
サ
プ
ラ

イ
っ
て
い
う
の
は
供
給
。
番
組
を
供

給
す
る
側
が
権
限
を
握
っ
て
い
た
も

の
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
デ
マ
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文
化
庁
次
長
・
兵
庫
教
育
大
学
客
員
教
授

合
田
哲
雄
氏
講
演
会

「
探
究
的
な
学
び
の
意
義
と
価
値
」

　
文
化
庁
次
長
の
合
田
哲
雄
氏
に
よ
る
講
演
会
が
、
12

月
23
日
㈪
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
合
田
氏
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
で
平
成

20
年
と
同
29
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
担
当
さ
れ
た

方
で
、
講
演
会
は
南
陽
高
校
が
主
催
し
、
同
校
の
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
学
習
成
果
発
表
会
と
合
わ
せ
て

開
か
れ
た
も
の
で
す
。
同
校
の
生
徒
２
８
３
人
と
、
市

内
小
中
学
校
の
教
職
員
な
ど
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
の
登
場
な
ど
、
今
後
も
変
わ
り
続
け
る
社
会
を

生
き
て
い
く
生
徒
へ
向
け
て
述
べ
ら
れ
た
合
田
氏
の
講

演
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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第 1 回　９月７日㈯
▷自分ごと化会議の概要

説明
▷テーマについての現状

と課題の説明

第 2 回　10 月６日㈰
▷「 南 陽 市 の 教 育 の 現

状」、「10 年後の南陽
市の中学校の在り方」
などについて議論

▷改善提案シートの記入　
ほか

第３回　11 月２日㈯
▷ナビゲーターの参加
  東京みらい中学校校長・文教

大学客員教授　定野 司 氏
▷「適正規模校、小規模

校のメリット・デメリッ
ト」などについて議論

第４回　11 月 30 日㈯
▷提案書（案）をもとに

修正点について議論
▷意見提出シートの記入　

ほか

▷参加者　無作為に抽出しされた 1,000 人のうち、
会議に参加した市民　23 人

▷テーマ　「少子化時代の子どもたちの望ましい中学
校の在り方」

「南陽市自分ごと化会議」からの中学校の在り方についての５つの提案
～少子化時代の子どもたちの望ましい中学校の在り方～

提案１．故郷を誇りに思える心が豊かに育つ教育環境をつくる
提案２．多様な選択肢、経験、出会いが提供される教育環境をつくる
提案３．１人 1 人と向き合い安心できる教育環境をつくる
提案４. 充実した学びが提供できる教育環境をつくる
提案５. 中学校の魅力をまちの魅力につなげる

提案書には、左記５つの提案
ごとに、「自分」「地域」「行政」
それぞれが行う具体的な取組
について示されています。詳細
は市ホームページで
公開しています▼▶
http : / /www.c i t y .
nanyo.yama
gata.jp/tihousousei3/5626

「まちのことをみんなで考え
る」ひとつのきっかけとして
ご覧ください。

▷地域の課題を日常の中で感じながらも、暮らしに追われて目を向けてこられま
せんでしたが、会議に参加して問題が差し迫っていることを改めて知ることが
できたし、思ったより自分が地域に愛着があるということもすごく感じました。

▷定年を迎えて家にいる時間が長くなり、どうしても社会から離れがちな時期で
したが、会議に参加して、 自分の孫世代の課題ということもあり、高齢者だか
らといって、うっかりしてられないなと目を覚まさせられた思いがありました。 

▷ここからが始まりということで、これからどうなっていくのか、子どもたちと
の関わりを通じて見届けたいです。そして、小さなことでも何かしらのお手伝
いを続けていきたいと感じたところでした。

提案は、今後の市の中学校の在り方について検討し、活用していきます。

提出後の懇談で
述べられた参加者の感想

提案書を市長へ提出しました
市民自身が地域課題を自分
ごととして捉え、社会への
関心を高める「南陽市自分
ごと化会議」が全４回の会
議を終え、１月 11日㈯、市
長に提案書を提出しました。



■懲戒処分者数（令和5年度）
区分 件数
免職・
停職 0 件

減給 0 件
戒告 0 件

■分限処分者数（令和5年度）
区分 件数
免職 0 件
休職 0 件

職員の分限および懲戒処分

■職務専念義務免除の許可　（令和５年度）
申請数 許可数 主な事由

11 件 11 件 ▷県縦断駅伝競走大会への出場▷消防団連絡会議へ
の出席▷職員の福利厚生業務への従事等

■営利企業従事の許可　（令和５年度）
申請数 許可数 事由

８件 ８件 ▷研修講師▷農産物の生産と販売

職員の服務

■職員研修（令和５年度）
区分 延べ参加者数 備考

新規採用職員研修 18 人 前期・後期
派遣研修等 250 人 ▷置賜地域研修協議会▷市町村職員研修所等

計 268 人

研修および勤務成績の評定
■人事評価制度を活用した
　勤務成績の評定状況
職員の能力向上に主眼を置き、人事評価
制度を実施しており、昇給期等に所属長
が各職員の勤務成績を判定しています。

期日・受診機関 診断内容
10 月 11 日～ 13 日
南陽検診センター

▷問診▷身長、体重、視力、聴力▷心電図▷尿検査
▷血圧▷血液▷胸部Ｘ線▷腹部エコー▷各種がん検診

福祉および利益の保護

人事行政運営等の状況人事行政運営等の状況
市職員の給与、定員管理、勤務条件など、人事行政の運営全般について、その概要を
お知らせします。　　　　　　　　　◆問合せ先　総務課職員係（☎４０ー０２４４）

■職員の採用・退職（R5.4.2 ～ R6.4.1）

職種 Ｒ5.4.1
現在（人）

退職
（人）

採用
（人）

Ｒ6.4.1
現在（人）

一般事務・技術職 235 2 ３ 236
保健師 10 1 2 11
保育士・幼稚園教諭 17 0 0 17
栄養士 2 0 0 2
技能労務職 18 0 0 18

合計 282 3 5 284

職員の任免および職員数
■職員の平均年齢・平均給与月額※（Ｒ6.1.1現在）

一般行政職 技能労務職
平均年齢 平均給与月額 平均年齢 平均給与月額
42.3 歳 355,966 円 54.7 歳 378,161 円

■期末・勤勉手当（令和5年度支給状況）
区分 南陽市 国

期末手当 2.45 月分 2.45 月分
勤勉手当 2.00 月分 2.05 月分
加算措置 職制上の段階による加算

１人当たり平均支給額 155.9 万円 －

■時間外勤務手当
区分 令和４年度 令和５年度

支給実績 6,302 万円 5,372 万円
職員1人当たり平均支給額 26 万円 21 万円

■退職手当　（令和6年４月１日現在）
区分 勧奨・定年・自己都合

１人当たり平均支給額 1,494万円

勤務時間 ①1週間当たりの勤務時間38時間45分　②１日当たりの勤務時間７時間45分
週休日 土曜日および日曜日（業務内容により異なる場合あり）
休日 ①国民の祝日に関する法律に規定する休日　②12月29日から１月３日（①の休日を含む）
休暇 ①年次有給休暇（有給）　②特別休暇（有給）　③介護休暇（無給）　④組合休暇（無給）

職員の勤務時間とその他の勤務条件

職員の給与

※令和5年４月１日現在の職種ごとの職員の給料月額と、毎月支払わ
れる扶養手当、住居手当等の諸手当の額を合計したものの平均

■勤務条件に関する措置の要求・不利益処分に関する不服申し立て（令和5年度）　0件
■公務災害の発生状況（令和5年度）　0件

■健康診断
　（令和５年度）
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まちのアルバム
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ミニ門松づくり教室
　　　　　　　　　　沖郷公民館

12
25

健康の保持・増進に関する連携協定
㈱バイタルネットと締結　　　市役所

◀市報電子版では、写真等をカラーで掲載しています。
　市ホームページ（左記二次元コード）からご覧ください。

山形食品㈱が高齢者施設・障がい
者施設にジュースを寄贈　 市役所

新春なんよう 58
新年の門出を祝う　　熊野大社證誠殿

マイ・タイムライン研修会で災害に
備える　　 シェルターなんようホール

ゼロからはじめるワイン講座
　　　　　　　　赤湯駅交流ラウンジ

１
　９

１
　６

１
　18-19 

１
　18

場

（９）

市と医薬品卸売業等を展開する㈱バイタルネットは、健
康の保持・増進に関する連携協定を結びました。協定は、
健康に関する分野で双方が連携・協力を図り、互いの資
源やノウハウを活用して市民の健康増進を目指すもの
で、新たなパートナーシップを築き、同社の専門知識と
知見を活かして、市民の健康増進を図っていきます。

沖郷公民館のミニ門松づくり教室が開かれ、地区民ら
18人が参加しました。講師の渡部清二さんの指導のも
と、互いに会話を楽しみながら、竹や松、南天、ゆずり
葉など、縁起物を飾り付けて新年の準備としていました。

南陽ＳＤＧｓチャレンジ事業
市内小学校へ出前授業　　市内小学校

南陽市農業祭 品評会
合同表彰式　　　　　　　　市役所
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SDGsとまちづくりを一体的に進める「SDGsチャレン
ジ事業」の一環として、市内の小学校を対象とした出前
授業を開いています。今年度も市内４校に担当職員が出
向き、SDGsについて映像やビー玉を用いた実験をとお
して授業を行い、「誰一人取り残さない」ことの難しさや、
目標をつなぐパートナーシップの大切さを伝えました。

市農業祭実施協議会の「さくらんぼ品評会」、「大粒ぶど
う品評会」、「ラ・フランス品評会」、「ふじりんご品評会」
の合同表彰式が開かれました。式では、受賞者を代表し
て、さくらんぼ品評会パックの部最優秀賞の佐藤大祐さ
んが「異常気象への対応が難しくなる一方で、消費者の
需要は高まっている。品質向上を目指し、期待に応えら
れるよう努力していきたい。」と謝辞を述べられました。

場

場 場

場

場

自社ブランド飲料の製造販売を手掛ける山形食品㈱から、
市内の高齢者と障がい者施設へ、県産「ふじ」りんごのみ
を搾汁した１００％ストレートジュース「山形りんご２０２５」２，
０２５本の寄贈をいただきました。生のりんごを食べるこ
とが難しい方にも味わっていただこうというもので、寄贈
式には、南陽やすらぎ荘の利用者も同席し、ジュースを
味わうと「甘くておいしい」と感想を述べていました。

地域おこし協力隊の田中のどかさんが企画した講座で、市
内外から11人が参加。前半は、ワインのぶどうの種類な
どワインの基礎知識やワインに合う食事について学ぶと、
後半は実際に市内６社のワイナリーのワインを試飲。それ
ぞれのワイナリーとワインの紹介に耳を傾け、ワインの色
や香りを確かめながら南陽ワインを味わっていました。

場 場

市内各界の代表者約200人が参加。オープニングセレ
モニーでは、南陽みらい議会の鈴木羚羅南陽みらい市
長が動画を交えながら議会の活動を紹介しました（写真
下）。式典では白岩市長が「今年は乙巳。乙は、困難があっ
ても紆余曲折しながら進むことや、しなやかに伸びる
草木を表し、巳は、再生と変化を意味する。困難があっ
ても、しなやかに力強く再生していく年であってほし
い」と新年の抱負を述べまし
た。代表者による鏡開きで新
年の門出を祝った後、賀詞
交換会が行われ、互いに親
睦を深めながら南陽市のさ
らなる発展を祈念しました。

災害時の一人一人の生活にあった避難行動計画を策定
する「マイ・タイムライン」の研修会が、18日は福祉・
保育・教育施設職員（写真下）、19日は市民（写真上）を
対象に開かれました。この内19日は各地区の自主防災
組織関係者ら約150人が参加して行われ、気象予報士
でお天気キャスターの長
谷川麻衣氏らを講師にタ
イムラインづくりを体験。
それぞれの災害リスクや
情報収集方法を確認しな
がら、自分に合った行動
計画を作成しました。

【漆山小学校】【漆山小学校】

地域おこし協力隊　活動日記
南陽市の地域おこし協力隊が取り組む
日々の活動を紹介します。

地域おこし協力隊とは？
都市から地方に生活の拠点を移した方を自治体が「地域
おこし協力隊員」として委嘱し、様々な「地域協力活動」
を行いながら地域への定住・定着を図る取り組みです。

協力隊フェイスブック▲

CM動画編集作業の様子▲ マップの完成イメージ▲

第一部13時～▲　第二部15時～▲
（一部と二部は同じ内容です）

◆報告交流会でお待ちしています！
  根耒 涼平さん（石川県出身）

　赴任してから２回目の冬で
すが、今シーズンは雪が多く
てびっくりしています！でも、
こうした四季がはっきりして
いるところも南陽市の魅力の
一つと思いながら、雪かきを頑張っているところです。
　さて昨年後半は動画の配信業務と並行して、様々なお
手伝いをさせていただきました。そのうちの一つが、南
陽みらい議会の皆さんが取り組んだ山形ふるさとＣＭ大
賞の動画編集作業です。具体的には議会の皆さんが撮影
した動画を私のパソコンに入れて、画面を共有しながら
編集しました。ＣＭの企画を考えるのは本当に難しいの
ですが、ストーリーもしっかりしてましたし、編集の際
の意見も的確でさすがみらい議員！と感心しました。私
としても中高生の皆さんとの交流は新鮮で、いい経験に
なりました。
　そして、今準備していることを３つご紹介します。

　１つ目は、無人販売所マッ
プです。すでに９割方完成し
ており、年度内に発行できそ
うです。市内の無人販売所で
掲載許可をいただいた所にな
りますが、17か所程度ご紹介
予定です。マップは各販売所
に置かせてもらうように考え
ていますので、完成までもうしばらくお待ちください！
　もう１つは、２月８日㈯に動画編集講座を開きたいと
思います。パソコン使った難しいものではなく、スマー
トフォンのアプリを使って、簡単に動画を作る方法をご
紹介します。
　最後の１つが、２月15日㈯の「南陽市地域おこし協力
隊の活動報告交流会」です。会場は、金山地区のくまき
ち農園。参加には事前申込み
が必要となりますので、二次
元コードからお申込みくださ
い。皆さんとお会いできるの
を楽しみにしてます！
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子育て応援！すこやか情報局

12月の３歳児健診で　むし歯がなかった　おともだち

さの  そはる くん

あんどう つむぎ ちゃん

さとう りょうま くんさとう いおり ちゃん

おばら りひと くん

きくち あん ちゃん しまつ　れい ちゃん

いとう らいと くん かなざわ ゆう くん

ふなやま　とき くん

おおたに　ゆうり くん

  ◆問合せ・申込先　すこやか子育て課すこやか係（☎４０－１６９１）
※掲載内容は１月24日時点のものです。情報が変更となる場合がありますので、
　各主催・担当に直接お問合せください。

　必ず母子健康手帳を確認し、まだ受けていない定期予防接種がありましたら、ぜひこの機
会に受けましょう。協力医療機関等については、2 月下旬に市ホームページに掲載します。
　予防接種を遅らせると免疫がつくのが遅れ、重い感染症になるリスクが高まります。予防
接種は決められた期間内で受けるようにしましょう。

\ ３月１日㈯～７日㈮は「子ども予防接種週間」です /
　　　はぐっとBaby教室

■日時　３月7日㈮
　　　　10時〜 11時 　　　 
　　　　（受付は９時40分から）
■場所　シェルターなんようホール
■内容　▷ふれあい遊び
　　　　▷親子体操
　　　　▷ベビーマッサージ
■対象　令和6年６・７・８月生の

　　　 子どもとその母親
■持ち物　母子健康手帳、バスタ

　　　　オル、ガーゼハンカチ、
　　　　水分補給用の飲み物

■申込締切　３月5日㈬
◆開催日の2日前までに電話また

は「なんよう子育てアプリ」から
ご予約ください。

むしば
ゼロ！

お子さんがマイナンバーカードをお持ちの場合は、
マイナポータルでも接種履歴を確認できます

受け忘れている受け忘れている予防接種予防接種はありませんか？はありませんか？
◆すこやか子育て課けん診係（☎４０－１６９３）

対象者には別途案内を送付します。
前回受診しなかった方も対象です。

健診名 場所 日時 対象者
３～４か月児
健康診査

シェルター
なんよう
ホール

3/7 ㈮午後 令和 6 年
11 月生

１歳６か月児
健康診査 3/13 ㈭午後 令和 5 年

8 月生

２歳児
歯っぴー教室 3/25 ㈫午前

令和 4 年
8 月生
令和 5 年
2 月生

３歳児健康診査 3/19 ㈬午後 令和 3 年
8 月生

乳幼児健康相談
3/11 ㈫10 時～ 11 時
すこやか（宮内双葉保育園内）

（☎４７－２２３７）

2月の予防接種開始対象者
※誕生日以降に接種してください。
■持ち物　予診票、母子健康手帳

予防接種 開始対象者 標準的な接種期間

ロタウイルス
※ 1

１価

令和 6 年 12 月生

生後２か月～４か月未満

５価 生後２か月～５か月未満

Ｂ型肝炎 生後２か月～９か月未満

Ｈ
ヒ ブ
ｉｂ 生後２か月～７か月未満

小児用肺炎球菌 生後２か月～７か月未満

五種混合※ 2 生後２か月～７か月未満

ＢＣＧ 令和 6 年 9 月生 生後５か月～８か月未満

麻しん風しん
第１期 令和 6 年 2 月生

１歳～２歳未満

水痘 １歳～１歳３か月未満

日本脳炎第１期 令和 4 年 2 月生 ３歳～４歳未満

※1どちらか一方を選択して接種してください。
※2令和６年４月から始まった、四種混合ワクチンとヒブワクチンが
　　一つになったワクチンです。12月以前に生まれて、この２つの
　　ワクチンをまだ接種していないお子さんも対象になります。

　　　両親学級

■日時　３月6日㈭
　　　　13時10分〜 16時
　　　　（受付は13時から）
■場所　健康長寿センター
■内容　▷妊娠・出産・育児・栄    

　　　　養について
　　　　▷お風呂の入れ方
■対象　妊娠届出後の妊婦とその夫
■持ち物　母子健康手帳、母子健

　　　　康手帳副読本、筆記用具
■申込締切　3月3日㈪
■定員　先着5組程度
◆開催日の3日前までに電話また

は「なんよう子育てアプリ」から
ご予約ください。

　　　離乳食ごっくんくらぶ

■日時　３月4日㈫
　　　　10時〜 12時30分
　　　　（受付は9時45分から）
■場所　健康長寿センター
■内容　▷離乳食のお話
　　　　▷調理実習▷試食等
■対象　離乳期の子どもを持つ保

　　　 護者、希望する方
■持ち物　母子健康手帳、エプロ

　　　　 ン、三角巾、おんぶ紐、
　　　　 お子さん用スプーンや
　　　　 おしぼり、水分補給用  
　　　　 の飲み物等

■申込締切　2月28日㈮
◆開催日の4日前までに電話また

は「なんよう子育てアプリ」から
ご予約ください。

■接種対象期間・定期予防接種の種類
下記の対象期間を過ぎると全額自己負担での接種となりますので、ご注意ください。

種類 接種対象期間 回数
ヒブ感染症 生後２か月～５歳未満 4 回

小児肺炎球菌 生後２か月～５歳未満 4 回

Ｂ型肝炎 生後２か月～１歳未満 3 回

ロタウイルス
１価：ロタリックス 生後６週～ 24 週 2 回

５価：ロタテック 生後６週～ 32 週 3 回

四種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ） 生後２か月～７歳６か月未満 4 回
五種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ、
　　　　　ヒブ感染症） 生後２か月～７歳６か月未満 4 回

ＢＣＧ 生後５か月～１歳未満 1 回

麻しん風しん第１期 １歳～２歳未満 1 回

麻しん風しん第２期 小学校就学前の１年間 1 回

水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満 2 回

日本脳炎１期 ３歳～７歳６か月未満 3 回

日本脳炎２期 ９歳～ 13 歳未満 1 回

ジフテリア・破傷風二種混合 11 歳～ 13 歳未満 1 回
ＨＰＶワクチン（子宮頸がん予防ワクチン） ・中学１年生～高校１年生に相当する年齢の女子

・平成９年４月２日～平成 20 年４月１日生まれの
　女性（令和７年３月 31日まで）

3 回

（10）（10）７.2. １（11） ７.2. １
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南陽市消費者の会 ◆市民課生活係（☎４０－８２５５）

きっと
役立つ。くらしの情報局

　かしこい消費者

◆すこやか子育て課すこやか係　
　（☎４０－１６９１）

　◆＝問合せ・申込先。
  ※掲載内容は１月24 日時点のものです。情報が変更となる場合がありますので、

各主催・担当に直接お問合せください。

資源の見直しバザーとフードドライブへのご協力ありがとうございました

市消費者の会では、資源の節約や再利用を推進するために資源の見直しバザーを実施しました。
また、食べきれない食品を集め、食品ロス削減につなげるフードドライブにも取り組みました。

　11 月の市農業祭で実施したバザーでは、多く
の方にお立ち寄りいただき、売上金は 39,120 円
と大盛況のうちに終了することができました。
　地域福祉に役立てていただくため、売上げは
12 月 17 日㈫に板垣致江子会長から社会福祉協議
会へ寄付金として贈呈しました。
　フードドライブでは、乾麺や缶詰、飲料など約
100 点の食品をご提供いただき、食の支援として
過日市内２か所の地域食堂と社会福祉協議会へ寄
贈しました。

　バザー物品やフードドライブの食品をご提供いた
だいた皆様、またバザーで品物をご購入いただいた
皆様には心よりお礼申し上げます。
　市消費者の会では、環境を守り資源を大切にする
ための活動を続けてまいりますので、今後もご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。

「お家でできる簡単運動」「お家でできる簡単運動」
南陽市民は活動量が 1 日 1 時間以下の人が７割！（令和４年度特定健診問診票より）
運動不足が健康に及ぼす影響は喫煙や高血圧に匹敵し、生活習慣病、がん、認知症などさまざまな病気の要因
になります。また、1 日の中で座っている時間が長い人ほど、生活習慣病発症や死亡のリスクが高まることが
指摘されています。まずは今よりも 1 日 10 分多く活動するために、座らず立ち上がることから始めましょう。

すきま時間は自分で作るもの！
健康維持できるかどうかは自分次第！

お家でウォーキング
☆背もたれに背中を付けずに座る
☆足をあげた時に上体が後ろに
　倒れないように
☆立って足踏みするより、効果的！

ウォーキング
☆胸を張り、腕は
　肘を後ろに引くように振る
☆目線は遠くを見るように
☆できる人は気持ち大股で！

体幹のバランス強化
☆難しい人はまずは足だけまっすぐ伸ばす意識を！
☆できたら「右足・左手」「左足・右手」
☆「右手・右足」「左手・左足」の組み合わせも！

おしり歩きで脇腹肉撃退！
☆右・左交互におしりを地面から浮かせる
☆浮かせたら１秒キープ！
☆できる人は…
　前に進んで元の位置に戻ってくる前後運動！
　同じおしり歩数で行って戻ってこられるかな？

地域包括支援センター　3月の介護予防教室　（65歳以上対象）

はつらつくらぶ　◆社会福祉協議会（☎４３－５８８８） 趣味のいきがい教室　◆太陽の里ふたば（☎５９－４３３３）

活き活き貯筋教室

漆山公民館
31日㈪13時～ 14時
中川公民館
11日㈫13時～ 14時

わくわく健康教室
◆接骨師会健康サポート
　事業所（☎４０－２７７６）

るーむ花（祝日休み）
◆花工房（☎４３－３３６４）

■料金　実費材料代
小物づくり教室
毎週水曜日 10時～正午
趣味のソーイング教室
毎週木曜日 10時～正午、
　　　　　 13時～ 15時

① 5 日 ㈬10時～ 11時　介護予防体操
②18日㈫13時～ 14時　元気運動
■場所　市民体育館　■持ち物　飲み物

◆嵐田接骨院（☎43－4812）
　毎週火曜日・金曜日
　13時～14時

◆太子堂鍼灸整骨院（☎49－7531）
　毎週水曜日・金曜日
　13時～14時

 南陽東置賜休日診療所　☎４０－３４５６

■3月の診療日
　 2㈰、9㈰、16㈰、20㈭、23㈰、30㈰
■受付時間　８時45分～ 11時45分、
　　　　　　13時～ 16時30分
■診療科目　主に内科・小児科　
■持ち物　マイナ保険証※1、保険証（資格確認書）および

　　　　おくすり手帳（お持ちの方）

※咳・熱症状のある方、外科希望の方、小学生未満の方は
事前にお電話ください。

※携帯電話をお持ちの方は持参ください。
※当番医師の判断で公立置賜総合病院等へ案内

する場合もあります。担当医師等はHPをご
覧ください▶

※１ マイナ保険証（健康保険証利用申込みが完了したマイ   
　ナンバーカード）を利用した「オンライン資格確認シス
　テム」の運用を開始しましたのでご活用ください。

　歩くのが億劫になった、買い物に行くのが大変に
なった方など、お気軽にご連絡ください。
　①②どちらかの教室を選択し、自身に合ったプログ
ラムを実施します。
■日程　申込後相談（週１回の計14回） 
■参加料　１回400円

◆福祉課介護業務係（☎４０―０６１０）

元気な生活ができる身体を取り戻す！
「短期集中予防サービス」参加申込受付中

①【筋力アップ教室】 ②【ほなみ楽々筋力教室】
場所：接骨師会健康サポート事業所
曜日相談１３時～１４時

場所：ほなみ荘
水曜日11時～正午

ゆったりくらぶ
6日㈭・27日㈭
13時30分～16時
赤湯温泉湯こっと

（入浴希望の方は、入浴料
300円）

転倒防止体操（やじろべえ）
3日㈪・17日㈪
12時40分～ 14時
健康長寿センター
13日㈭・27日㈭
12時40分～ 14時
沖郷公民館（防災センター）

健康ヨーガ教室
毎週火曜日
　9時30分～10時30分、
10時45分～11時45分
沖郷公民館（防災センター）
13時15分～14時15分、
14時30分～15時30分
健康長寿センター
■参加料　1,000円/月
料理教室
  7日㈮ 沖郷 健康長寿センター
11日㈫ 吉野 吉野公民館
14日㈮ 宮内 健康長寿センター
21日㈮ 赤湯 健康長寿センター
10時～正午
■参加料　500円/回

期日 受付時間 場所

3/16 ㈰ 10 時～正午
13 時 30 分～ 16 時 マックスバリュ南陽店

献血（４００ｍｌのみ）

■対象　男性は17 ～ 69歳、女性は18 ～ 69歳の、   
　　　 体重50㎏以上の方（65 ～ 69歳の方は60 ～
　　　 64歳のときに献血したことがある方）

■持ち物　身分証明書（免許証等）
　　　　   献血カード（お持ちの方）

献血 Web 会員サービス「ラブラット」
アプリをダウンロード・登録することで、
献血記録の確認や Web 予約をご利用い
ただけます。
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Information
南陽市役所代表　☎０２３８－４０－３２１１
■開庁時間　平日8時30分～ 17時15分　

◆＝問合せ・申込先
※掲載内容は１月24日時点のものです。情報が変更となる場合がありますので、
各主催・担当に直接お問合せください。

（15）（15）（ （14）７. ２. １７. ２. １

募 　 集
令和７年度
会計年度任用職員

【共通事項】
■雇用期間　４月1日から１年間
■勤務地　市役所
■申込方法　市販の履歴書に必要事
項を記入し、写真を添付して申込
み（締切日必着）

■郵送先　〒999－2292
　南陽市三間通436－1
　南陽市役所【下記担当係】　宛て

【一般保健事業事務補助職】
■業務内容　パソコン操作（ワード・
エクセル等）および窓口対応等

■募集人数　　若干名
■賃金　月額167,100円
■勤務時間　8時30分～ 16時30分
　　　　　（35時間／週）

■申込期限　２月19日㈬必着
■面接予定日　２月28日㈮
◆すこやか子育て課国保医療係
　（☎４０－１６９２）

【母子父子自立支援員・女性相談支援員】
■業務内容　ひとり親家庭等の相談
業務およびパソコン操作等

■募集人数　１人
■賃金　月額118,800円
■勤務時間　20時間／週
■申込期限　２月19日㈬必着
■面接予定日　３月５日㈬
◆すこやか子育て子ども家庭係
　（☎４０－１６８９）

し尿汲取りに関するお知らせ
◆南陽クリーンセンター（☎４３－２５６４）

年度末のし尿汲取りの申込みについて
　３月のし尿汲取りは、大変込み合います。年度内（３月中）の汲取りをご
希望される方は３月７日㈮までにお申込みください。
　なお、汲取手数料が未納の場合は汲取りのお申込みができませんので、
期限内の納付をお願いします。
■申込先　し尿汲み取り申込所（☎４０－２６１２）
■受付時間　８時30分～ 17時

令和７年４月１日からのし尿汲取りについて
　４月１日からのし尿の汲取りの申込みについては、以下の申込先に直接
お申込みください。

※許可業者とは、自治体からし尿収集運搬の許可を受けている業者です。お申込
みの際に、どちらかの業者をお選びください。どちらの業者をご指定いただく
場合でも、申込先電話番号での受付となります。

お 知 ら せ

全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）
全国一斉情報伝達試験

　緊急時に備え、防災行政無線と公
共施設等の戸別受信機から一斉に試
験放送を行いますので、ご理解とご
協力をお願いします。
　放送内容は、防災情報テレフォン
サービス（☎４０－３００１）で確認
できます。
※緊急告知防災ラジオからは、試験
放送は流れません。
■日時　２月12日㈬11時
◆総合防災課消防防災係　
　（☎４０－０２６４）

軽自動車等の変更・廃車手続きは３月末まで

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在で登録されている軽自動車
等の所有者または使用者に課税されます。
　所有者・使用者が死亡した場合や住所変更した場合、車両を譲渡・廃
車した場合は３月末までお手続きが必要です。
　３月下旬は窓口が大変混雑しますので、早めのお手続きをお願いします。
■手続き窓口
　　　▷原動機付自転車（125㏄以下のバイク）
　　▷小型特殊自動車
市民課市民係（市役所１階①窓口）
◆問合せ先／税務課市民税係　（☎４０－０２５８）
　　▷二輪の軽自動車（125㏄超～ 250㏄以下のバイク）
　　▷二輪の小型自動車（250㏄超のバイク）
◆東北運輸局山形運輸支局　（☎０５０－５５４０－２０１３）
　　▷三輪・四輪の軽自動車
◆軽自動車検査協会山形事務所（☎０５０－３８１６－１８３５）

許可業者※五十音順 所在地 申込先
尾形興業有限会社 南陽市宮内４６３３番地の２ ☎４７－２５３７有限会社県南エコサービス 南陽市鍋田１９３４番地の７

女性へのＨＰＶワクチンキャッチアップ接種の
条件付き期間延長について

■キャッチアップ接種の終了に向けた対応
　ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種期間は令和４年
４月１日～令和７年３月31日でありましたが、昨夏以
降の大幅な需要増により、接種を希望しても受けられ
なかった方がいらっしゃる状況を踏まえ、厚生労働省
では、以下の対象者に対し、経過措置として公費で接
種できる期間を令和８年３月末まで延長する方針です。

■対象者
　▷キャッチアップ接種対象者
　　（平成９年度生まれ～平成19年度生まれの女子）
▷令和７年度に新たに定期接種の対象から外れる高校
１年生相当の方（平成20年度生まれの女子）

上記の方で、令和４年４月１日～令和７年３月31日ま
でにＨＰＶワクチンを１回以上接種した方

■期間　令和８年３月31日まで

ＨＰＶワクチンに関するお知らせ
◆すこやか子育て課けん診係（☎４０－１６９３）

キャッチアップ接種と同年齢の男性への
ＨＰＶワクチン接種費用助成は、
令和６年度末で終了します

　南陽市が独自に実施する、キャッチ
アップ接種と同年齢（平成９年度生まれ
～平成19年度生まれ）の男性へのＨＰＶ
ワクチン任意接種費用の全額助成の期限
は、令和７年３月31日です。高校１年
生相当の方（平成20年度生まれ）を含め、
男性の期間延長はございません。
　３回接種が完了していない方は、接種
スケジュールを確認し、３月末までに接
種を完了してください。令和７年３月
31日までに３回目の接種を完了できな
い場合であっても、令和７年３月31日
までに行った接種（１回目や２回目）は助
成対象となります。

ＨＰＶワクチンは子宮頸がんの原因となるウイルス感染を予防します
▷子宮頸がんは、子宮の出口に近い部分（頸部）にできるがんです。日本では毎年約１．１万
人の人がかかり、約2,900人の女性が亡くなっています。

▷若い年齢層で発症しやすいがんで、患者になる人は20代から増え始めて、30代までに
がんの治療で子宮を失ってしまう（妊娠できなくなってしまう）人も、１年間に1,000人います。

▷子宮頸がんを予防するためにワクチンの接種を、早期発見のために20歳からは子宮頸がん検診を受診しま
しょう。

　物価高騰による負担増を踏まえ、家計への影響が大きい低所得世帯の暮らしを速やかに支援するため、
「南陽市物価高騰対応生活支援給付金」として対象となる世帯に１世帯当たり３万円を支給します。

■対象世帯
次の①～③の全てに該当する世帯が給付対象です。
①世帯全員の令和６年度分住民税が非課税であること
②令和６年12月13日時点で本市に住民登録があること
③住民税が課税されている親族等に世帯全員が扶養され
ていないこと

■支給方法
支給対象と思われる世帯に１月下旬に書類を郵送しています。必要事項を記入の上、７月31日㈭までに必
要書類の提出をお願いします（必要書類の提出がない場合は、受給を辞退したものと見なします）。
対象世帯で書類が届いていない世帯の方は、お問合せください。

■支給額
○１世帯あたり３万円
○平成18年４月２日以降に生まれた児童がい
る場合（※）、１人につき２万円を加算

※令和７年７月31日までに出生された児童も対象
になります。出生後のお手続きが必要です。

住民税非課税世帯（世帯主の方）へ
物価高騰対応生活支援給付金（国の補正分）を給付します

◆給付金について　福祉課（☎４０－１６３９）
　子ども加算について　すこやか子育て課（☎４０－１６８９）

自動車の検査・登録手続きはお早めに!!
◆山形運輸支局（☎０５０－５５４０－２０１３）

　例年、年度末は自動車の検査や登録の手続きが集中し、窓口が大変混み
合います。自動車の継続検査（車検）や、移転登録（名義変更）、抹消登録等
の登録手続きは、お早めにお済ませください。
　登録手続きに必要な書類等の案内は、
山形運輸支局のホームページのご利用が便利です▼▶
　　　　　　山形運輸支局　　検索
■山形運輸支局 手続き案内　☎０５０－５５４０－２０１３
※案内時間は、開庁日の８時30分～ 17時15分（自動音声は24時間ご利
用になれます）
■窓口開庁時間　８時45分～ 11時45分、13時～ 16時（土・日・祝日除く）



南陽市役所代表　☎０２３８－４０－３２１１
■開庁時間　平日 8時 30分～ 17時 15分　
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◆＝問合せ・申込先
※掲載内容は１月24日時点のものです。情報が変更となる場合がありますので、
各主催・担当に直接お問合せください。

（17）（17）（ （16）７. ２. １７. ２. １

不登校・ひきこもり等
相談会

　休日の相談日も設けました。
■日時　２月24日(月·祝)10時～14時
■場所　赤湯公民館　和室
■対象　ひきこもりや不登校の方、
　　　　またはご家族等
※予約無しでも相談可能ですが、
　予約の方が優先となります。
◆ＮＰＯ法人W

ウ ィ ズ ユ ウ

ith優
　（☎33－9137、FAX33－9138
　 info@okisapo.org）

夕鶴の里資料館 (☎４７－５８００)

　市内の各家庭で大切に伝わっ
てきた三月・五月の節句のお人
形はじめ、だんごさげなど華や
かな品々を多数展示いたします。
■展示期間
　２月１日㈯～５月６日（火・祝）

　施設活用文化講座「オリジナルのつるし飾りを作ろう！」

　キットを使ってつるし飾りを作り、様々な材料を工夫し
てオリジナル作品を完成させます
■日時　2月22日㈯10時～正午（完成次第終了）
■場所　結城豊太郎記念館　臨雲文庫
■材料費　500円（つるし飾り１セットにつき）
■対象　10人（要電話申込み。未就学児は保護者同伴）

結城豊太郎記念館（☎４３－６８０２）

広
　
告

若者サポート相談
（無料・予約優先）

　「対人関係に不安がある」「仕事が
続かず将来が心配」等のお悩みを公
認心理師等に相談してみませんか。
■日時　２月20日㈭13時30分～
　16時30分（受付16時まで）
■場所　シェルターなんようホール
■対象　15歳から概ね30代まで
の方またはご家族等
◆福祉課（☎４０－８２１４）

ふるさとの節句ふるさとの節句 夕鶴の里　ひな飾り展

かんたん運動と
料理講習会（無料）

■日時　２月 28日㈮
　　　　９時 30分～ 13時
■場所　健康長寿センター
■対象　市内在住 59歳以上の方
■定員　15人（先着順）
■服装・持ち物
　動きやすい服装、エプロン、三角
巾、タオル、飲み物
■申込締切　２月 17日㈪
◆市シルバー人材センター
　（☎４３－６３７３）

チェーンソーの
安全利用研修会

■日時　2月 26日㈬
　　　　10時 30分～ 15時
■場所　川西農村環境改善センター
■定員　20人（先着順）
■参加費　無料
■申込締切　２月 21日㈮
◆置賜総合支庁森林整備課
　（☎２６－６０６５）

山形交響楽団定期演奏会
の招待券を配布します

■日時　２月 22日㈯ 19時開演
■場所　山形テルサ（山形市）
■対象　南陽市民で確実に
　　　　鑑賞できる方
■申込締切　２月７日㈮
※応募多数の場合は抽選
◆社会教育課文化係
　（☎４０－８９９６）

花咲か爺さんに学ぶ
烏帽子山公園の魅力講座

　桜の名所「烏帽子山公園」の歴史や魅
力を南陽８ミリクラブ制作の映像や花
咲か爺さんの話から学びます（要予約）。
■日時　２月 22日㈯ 10時～正午
■場所　赤湯公民館　大会議室
◆南陽えくぼの里案内人（南陽市観
光協会）（☎４０－２００２） お見積もりは無料です。 キャンペーン中のご予約はお早めにお願いいたします。

公立置賜南陽病院
病院ギャラリー

「後藤洋子アメリカンフラワー作品展」
「斎藤信一写真展」
◆公立置賜南陽病院　（☎４７ー３０００）

鼓童ワン・アース・ツアー 2025
お問合せ◆キョードー東北（☎022-217-7788(平日13時～ 16時　土曜日10時～正午)）

■期日　６月８日㈰
■時間　開場＝15時30分／開演＝16時
■場所　シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホール
■チケット料金（全席指定）　一般6,500円／学生（小学生～高校生）3,000円
※未就学児入場不可。車いすでご来場の場合は問合せ先にお問合せください。
■チケット市民先行販売
▷期間　２月８日㈯～２月16日㈰（月曜休館）
▷受付時間　２月８日㈯＝10時～ 21時
　　　　　　２月９日㈰以降＝９時～ 21時
▷場所　シェルターなんようホール

※市民である証明（運転免許証等）をご持参ください。
■一般販売　３月１日㈯10時～
▷チケットぴあ　290-832
▷ローソンチケット　22227　▷鼓童チケットサービス
▷シェルターなんようホール（２日㈰以降は９時から21時／月曜休館）
　ただし、貸館状況によっては開館時間が変更になる場合があります。
※掲載情報に変更があれば会館ホームページ等でお知らせします。

プレ55周年 イルカコンサート～あいのたね♥まこう！～
お問合せ◆チケットパートナーズ（☎022-222-2033（平日11時～ 16時））

■期日　７月５日㈯　　　■時間　開場＝16時／開演＝16時30分
■場所　シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホール
■チケット料金（全席指定）　Ｓ席7,000円／Ａ席5,000円／Ｂ席3,000円
※未就学児入場不可。車いすでご来場の場合は問合せ先にお問合せください。
■チケット市民先行販売（Ｓ席のみ）
　▷期間　２月８日㈯～２月16日㈰（月曜休館）
　▷受付時間　２月８日㈯＝10時～ 21時／２月９日㈰以降＝９時～ 21時
　▷場所　シェルターなんようホール（月曜休館）
※市民である証明（運転免許証等）をご持参ください。
■一般先行販売（Ｓ席のみ）
　▷期間　２月18日㈫10時～３月14日㈮21時（月曜休館）
　▷シェルターなんようホール　▷チケットパートナーズ
■一般販売　３月15日㈯10時～
　▷ローソンチケット　　　　　　　▷チケットぴあ
　▷イープラス　https://eplus.jp　▷チケットパートナーズ
　▷シェルターなんようホール（16日㈰以降は９時～ 21時／月曜休館）
　ただし、貸館状況によっては閉館時間が変更になる場合があります。
※掲載情報に変更があれば会館ホームページ等でお知らせします。

令和７年度（５月～３月）
えくぼプラザ「市民ギャ
ラリー」利用団体

■展示期間　原則年１回(２週間まで)
■展示時間　９時～ 17時
■対象者　市内在住者が組織する団体
■申込締切　２月20日㈭
▷３月に代表者による説明・打
合せ会を実施しますのでご参
加ください。
▷希望日が重なった場合は、説明・
打合せ会の際に調整します。
▷宗教活動、動物・ペット類を持ち
込むもの、物品販売等営利を目的
とする場合は利用できません。
▷展示、撤収および展示品の管
理は各団体でお願いします。
▷公民館の備品もお貸しできま
すが、不足分に関しては各団
体でご準備ください。
※申込用紙は赤湯公民館にあります。
◆赤湯公民館（☎４３－３４６６）

講 座 ・ 催 し

　市内在住の制作者によるひな飾り展です。子
どもも大人も心温まるひと時をお楽しみくだ
さい。
■展示期間　2月５日㈬～５月11日㈰
■入館料　大人330円（270円※）
　※15人以上の団体料金・JAF会員優待料金

ふれあい農園
入園者募集

■契約期間　４月から１年間
■募集区画　長岡地内の42区画
　　　（１区画約50㎡の未耕起地）
■対象　市民の方
■利用料　無料（入園者会費負担あり）
■申込方法　下記に電話
■申込締切　２月14日㈮
※申込みは１人１区画です。
※３月に入園者説明会と区画抽選
　会を行います。
◆農林課果樹６次化推進係
　（☎４０－０９０４）

「500kcalヘルシー
料理教室」参加者

■日時　２月27日㈭
　　　　9時30分～ 13時
■場所　健康長寿センター
■定員　10人程度
■内容　▷講話と実技（心不全予防）
▷調理実習（ごまみそ鶏じゃが他）

■講師　循環器認定理学療法士
　　　　市管理栄養士
■参加費　200円(材料負担分)
■持ち物　エプロン、三角巾、筆記
用具、メガネ（必要な方）

■申込方法　下記に電話
■申込締切　２月18日㈫
◆すこやか子育て課すこやか係　
　（☎４０－１６９１）
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学
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年
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部
】

た
ね
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
た
ね
を
う
え
た
。

た
ね
は
小
さ
く
て
、三
ミ
リ
く
ら
い
。

た
ね
は
、
ぼ
こ
ぼ
こ
し
て
い
て

う
す
ち
ゃ
色
の
小
石
み
た
い
。

た
ね
を
ま
い
た
ら
、め
が
六
こ
出
た
。

は
っ
ぱ
が
二
つ
に
ひ
ら
い
て
、

ひ
こ
う
き
の
は
ね
み
た
い
。

た
ね
の
中
に
、
は
っ
ぱ
が
か
く
れ
て

い
た
の
か
な
。

た
ね
の
中
に
、
は
っ
ぱ
に
な
る

え
い
よ
う
が
入
っ
て
い
た
の
か
な
。

小
さ
な
た
ね
だ
っ
た
の
に
、

た
ね
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
な
。

ふ
た
ば
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
か
ら

ち
が
っ
た
は
っ
ぱ
の
本
ば
が
出
て
き

た
。

本
ば
は
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
ふ
え

て
き
て
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
せ
た
け
は
、
三
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

ど
こ
ま
で
せ
が
の
び
る
か
な
。

ほ
ん
ば
の
間
に
つ
ぼ
み
を
３
つ
見
つ

け
た
。

つ
ぼ
み
は
、
黄
色
い
花
に
な
っ
て
、

黄
色
い
花
が
し
ぼ
ん
だ
あ
と

小
さ
い
み
ど
り
色
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
に

な
っ
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
何
か
い
も
へ
ん
し

ん
し
て
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
に
な
る
ん
だ
ね
。

み
ど
り
色
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
オ
レ
ン

ジ
色
に
な
っ
て
、

オ
レ
ン
ジ
色
が
赤
色
に
へ
ん
し
ん
。

よ
う
や
く
お
い
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
に

な
っ
た
。

あ
ま
ず
っ
ぱ
い
赤
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

ぜ
ん
ぶ
で
百
こ
ぐ
ら
い
し
ゅ
う
か
く

し
た
。

赤
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
二
つ
に
わ
っ
て
、

中
に
入
っ
て
い
た
た
ね
を
と
っ
て
み

た
ら
、

た
ね
が
三
十
こ
く
ら
い
と
れ
た
。

小
さ
い
た
ね
か
ら
い
っ
ぱ
い
ト
マ
ト

が
と
れ
た
。

た
ね
パ
ワ
ー
は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
な
。

◆　
　
　
　
　
◆　
　
　
　
　
◆

【
小
学
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高
学
年
の
部
】

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
見
る
中
川
小

　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
中
川
小
を
見
た
。

一
階
の
教
室
。

毎
日
、
給
食
室
に
給
食
を
取
り
に
行

っ
た
よ
。

真
ん
中
に
あ
る
、
二
階
の
教
室
。

毎
朝
あ
い
さ
つ
し
た
職
員
室
や

一・
二・
三・
四
年
教
室
が
あ
る
よ
。

職
員
室
へ
の
あ
い
さ
つ
は
、

毎
日
欠
か
さ
ず
で
き
ま
し
た
。

一
年
生
の
こ
ろ
は
毎
日
学
校
が
楽
し

く
て
、

二
年
生
の
こ
ろ
は

一
年
生
の
お
世
話
が
楽
し
か
っ
た
。 

三
年
生
は
理
科
と
社
会
が
始
ま
っ
て
、

四
年
生
は
ク
ラ
ブ
や
委
員
会
が
始
ま

っ
て
、

ど
ち
ら
も
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

最
上
階
に
あ
る
三
階
の
教
室

五・
六
年
の
教
室
や
音
楽
室
が
あ
る

ん
だ
よ
。

音
楽
室
で
歌
う
の
は

あ
ん
ま
り
得
意
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
歌
う

の
は

心
が
通
う
み
た
い
で
と
て
も
楽
し
か

っ
た
よ
。

五・六
年
教
室
で
す
ご
し
た
時
間
は

ま
だ
半
年
だ
け
れ
ど
、

毎
日
と
っ
て
も
楽
し
い
よ
。

あ
と
一
年
半
、

み
ん
な
よ
ろ
し
く
ね
。

体
育
館
は
み
ん
な
で
な
か
よ
く
遊
ん

だ
よ
。

外
の
プ
ー
ル
は
、

夏
は
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
。

今
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

遊
具
で
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
よ
。

考
え
て
み
る
と

中
川
小
に
は
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な

っ
た
ね
。

今
年
は
百
五
十
才
、
お
め
で
と
う
。

あ
と
一
年
で
休
校
だ
け
れ
ど
、

感
謝
を
い
っ
ぱ
い
伝
え
ま
す
。

中
川
小
も
み
ん
な
も
あ
と
一
年
半
よ

ろ
し
く
ね
。

 　
　
　
　
◆　
　
　
　
　
◆　
　
　
　
　
◆
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緊
張
と
感
情　
　
　
　
　
　
　
　

人
は

な
ぜ
緊
張
す
る
の
だ
ろ
う
か

人
の
前
で
大
会
の
前
に

な
ぜ
緊
張
す
る
の
だ
ろ
う
か

行
動
を
起
こ
す
前
は

な
ん
で
も
で
き
る
気
が
す
る
の
に

な
ぜ
で
き
な
く
な
る
の
だ
ろ
う

な
ぜ
だ
ろ
う

だ
け
ど

私
た
ち
は
緊
張
や
い
ろ
い
ろ
な
感
情
を

背
負
っ
て
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い

人
間
っ
て
難
し
い

感
情
の
ま
ま
動
い
た
ら

周
り
の
人
に

嫌
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

練
習
や 

授
業
で
は

何
で
も
で
き
る
気
に
な
っ
て

舞
い
上
が
っ
て
し
ま
う
け
ど

い
ざ
本
番
に
な
る
と

自
信
も
無
く
な
る
し

不
安
に
な
る
し

逃
げ
た
く
な
る

自
分
の
中
に

何
人
も
の
人
格
が
い
て

わ
ざ
と
困
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

わ
ざ
と
難
し
く
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か

そ
う
思
っ
て
し
ま
う

時
に
人
間
は

感
情
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど

私
は
考
え
た

緊
張
す
る
か
ら
こ
そ

達
成
感
や
喜
び
が

倍
に
な
る

感
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ

毎
日
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

で
き
あ
が
る
ん
だ
と

緊
張
や
感
情
が
あ
る
と

毎
日
は

難
し
い
け
れ
ど

緊
張
や
感
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ

人
生
は
楽
し
い
の
だ

（19） 7. ２. １

　　　おススメの一冊「えくぼの本棚」
『姿勢のゆがみ図鑑』

　　　　柴雅仁、林慧亮／著　小学館／発行

　姿勢は直さなくていい！日常動作のゆがみ
を放置せずこまめにリセットすれば、疲れ
がとれて不調や見た目の悩みも解消します。
さまざまな日常の動作から「ゆがみ」を拾い上げ、最適な
リセット方法を教えてくれる一冊です。
　　　　
　　　 新着図書紹介
  一般書
■花咲小路二丁目中通りのアンパイア／小路幸也
■能登のムラは死なない／藤井満　
■ゆーママさんちのすごい冷凍庫／松本ゆうみ

　
　
　
　
　
　

　
一
日
で
も
早
く
届
け
た
い

　
物
価
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
食
料
品
な
ど
、
幅
広
い
品
目
で
値
上

が
り
し
て
お
り
、
こ
の
春
も
多
く
の
品
目
で

値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
賃
金
を
大
幅
に
上
げ
る
大
き
な
企
業
も
あ

り
ま
す
が
、
大
多
数
の
中
小
企
業
で
は
難
し

い
の
が
実
情
で
す
。

　
物
価
高
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
所
得
の

少
な
い
方
や
、
賃
金
上
昇
の
対
象
と
な
ら
な

い
年
金
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て

は
、
生
活
の
厳
し
さ
が
一
段
と
増
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

方
に
、
行
政
と
し
て
一
日
で
も
早
く
生
活
の

支
援
を
届
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
う
い
う
思
い
で
、
国
の
交
付
金
や
県
の

支
援
を
活
用
し
た
南
陽
市
の
物
価
高
騰
対
策

の
補
正
予
算
を
、
昨
年
末
、
仕
事
納
め
の
　

12
月
27
日
に
、
市
長
専
決
処
分
し
ま
し
た
。

議
会
の
ご
理
解
と
、
準
備
に
あ
た
る
職
員
の

皆
さ
ん
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

２
月
13
日
か
ら
４
月
13
日
ま
で
使
え
る
、

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
を
含
む
全
て
の
市
民
一

人
４
千
円
の
「
全
市
民
応
援
ク
ー
ポ
ン
」
を
、

２
月
12
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
燃
料
代
や
食
費
な
ど
、
少
し
で
も
厳
し
い

家
計
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

市
長 

の

　
コ
ラ
ム

南陽市長
　白 岩 孝 夫

No.
　48

自
然
体

図書館 図書館 にようこそにようこそ
南陽市立図書館

（☎４３－２２１９）

■開館時間　火～金曜、11日㈫　10時～ 18時
	 　　土・日曜、23日㈰、24日㈪　10時～ 17時
■２月の休館日　3日㈪、10日㈪、17日㈪、25日㈫

※他にも多数の新着図書を
　取りそろえています。

　児童書　　　　
■カフェ・スノードーム／石井睦美
■まめまきぱーらぱら／おおいじゅんこ
■いまは、ここがぼくたちの家／バルバラ・ガヴリルク

　　　おはなし会（児童コーナー）
■どんぐりおはなし会 （どんぐりお話会）  　  ２/8㈯11時
■しんちゃんおはなし会（しんちゃんおはなし会） ２/22㈯11時
■おばあちゃんのおはなし会（更生保護女性会）　　3/1㈯11時

　　　
 
市立図書館おたのしみ会

               ２/15㈯ 11時  

　　　リサイクルブックフェア
■日時　2月23日㈰ 10時～ 11時30分
■場所　赤湯公民館（正面入口付近）
■内容　寄贈いただいた本をお譲りします。

（18）（18）7. ２. １

第37回（令和5年度）

須藤克三賞　最優秀作品紹介 　[ 詩の部 ]　最優秀作品

宮内中2年（現3年）
半田　妃良莉さん

中川小5年（現6年）
鏡　恋音さん

荻小2年（現3年）
鈴木　海那さん

「ベジアップ」編
①豆苗は根を切り落とし、半分の長さに切る。熱湯で
　さっと茹でる。
②パプリカは種を取り、細切りにする。熱湯でさっと
　茹でる。
③豆苗とパプリカにツナ缶を加え、ポン酢しょうゆ、
　白すりごまで和える。

作り方

豆苗とツナの和え物豆苗とツナの和え物

エネルギー 126kcal 
たんぱく質6.4ｇ/脂質7.4ｇ/食塩相当量0.6ｇ

1人分当たり栄養価

ワンポイント

　豆苗は、残った豆と根を水に
つけ、日に当てて水を取り替え
て１週間～10日間程度で新芽
が伸びて食べられるようになり
ます。

豆苗　　　　　  １袋
黄パプリカ　　　1/2個
ツナ缶　　　　　小1缶
ポン酢しょうゆ　小さじ２
白すりごま　　　小さじ１

宮内地区食改の皆さん市食生活改善（母子保健）推進員連絡協議会　
◆事務局・すこやか子育て課すこやか係（☎４０－１６９１）

材料（4人分）



　
１
月
５
日
㈰
、
赤
湯
地
内
で「
市
消
防
出
初

式
」が
行
わ
れ
、
市
関
係
者
・
消
防
団
・
消
防

署
員
等
約
２
５
０
人
が
一
年
の
防
火
・
防
災

の
決
意
を
新
た
に
し
、
本
市
の
無
事
故
・
無

火
災
・
無
災
害
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
花
見
町
の
古
堤
で
は
、
消
防
団
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
に
よ
る
祝
賀
放
水
を
行
っ
て
新

春
を
祝
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
徒
歩
部
隊

と
車
両
部
隊
に
よ
る
規
律
あ
る
分
列
行
進
が

行
わ
れ
、
消
防
団
員
の
勇
壮
で
た
く
ま
し
い

姿
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
前
で
は
、
市
消
防
団
第
６

分
団
（
沖
郷
地
区
）
の
精
鋭
に
よ
る
梯は

し
ご子
乗
り

が
披
露
さ
れ
、
高
さ
８
ｍ
の
梯
子
の
上
で
見

事
な
妙
技
が
決
ま
る
た
び
に
、
沿
道
の
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
祝
賀
式
典
が
開
催
さ
れ
、
鏡

開
き
で
一
年
の
無
火
災
・
無
災
害
と
、
市
民

が
安
全
・
安
心
で
健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　
令
和
７
年 

消
防
出
初
式

■■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.nanyo.yam

agata.jp/
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.nanyo.yam

agata.jp/
■■

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
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 市

報
な

ん
よ

う
　

  №
１

３
８

５
令

和
７

年
２

月
1

日
号

　
だ
ん
ご
の
木
（
ミ
ズ
キ
）
の

枝
に
紅
白
団
子
や
七
福
神
、
米

俵
、
鯛
な
ど
の
縁
起
物
を
飾

り
、
１
年
の
五
穀
豊
穣
や
家
内

安
全
を
願
う
小
正
月
の
伝
統
行

事
「
だ
ん
ご
下
げ
」
が
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
１
月
６
日
㈪
の

沖
郷
公
民
館
（
写
真
上
段
）
で

は
、
沖
郷
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
ぽ
ぷ
ら
」
の
メ
ン

バ
ー
と
沖
郷
小
の
児
童
有
志
が

参
加
。
枝
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
、
手
作
り
し
た
団
子
を

楽
し
そ
う
に
飾
り
付
け
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
１
月
11
日
㈯
の
金
山

公
民
館（
写
真
下
段
）で
は
、「
金

山
だ
ん
ご
下
げ
保
存
会
」
が
中

心
と
な
り
実
施
。
長
さ
約
５
ｍ

の
ミ
ズ
キ
の
大
枝
に
、
地
区
の

子
ど
も
た
ち
が
、
団
子
や
縁
起

物
、
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を

飾
り
付
け
、
華
や
か
な
だ
ん
ご

の
木
が
完
成
し
ま
し
た
。

◆総務課広報広聴係　（☎４０－０３１９）スマートフォン用アプリ「マチイロ」で
いつでも　カラーの市報なんようが読めます♪

ダウンロードはこちらから▶
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金
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